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できるか

超音波骨評価法は経過観察に も使用
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P − 5eg　 定量的超音波法（QUS）による骨強度の

診断基準値設定の 試み

大分医大，同看護学科
”

後藤清美，穴井孝信
＊

，冨安俊子
窒

，有馬和代 ，

宮川勇生

長崎 ・村上病院

村 ヒ俊雄、村上京子

　【目的】超音波骨評価法は X 線を使用しな い 故に

高い評価を受けて い るが， DXA法 との相関性，測

定値に影響する因 子は十分解明さ れ て い な い 、

　【方法】平均年齢20，8歳の 女子学生 180人を対象

に DXA法 〔QDR　lOOO／W）で 腰椎骨量 （L2−L4）を測定

し，同時に超 音波法 （AOS −IOO）で右踵骨を測 定 し

た．さらに 57人に つ い て e ／年後に同様の方法で

再測定した ．カ ル シ ウム 〔Ca）摂取量，運動量は面

接調査を実施 し た，

【成績】対象 180人 の Tscore は DXA法が平均

97．4± 10．4％．超吝波法は平均95．1± 11．　5％’

で ，超

啻波法が有意 〔p〈0．05｝に低値で 、有意な相関関係

（r ・O．38．pく0．GOOO を認め た ．超音波法をス ク リ

ーニ ン グ法に す る場合，骨量滅少 （Tscore 　82％以

下 ）をすべ て捕捉す る に は超音波法 で の Tscore

の cut −off 値を 94％に設定 す る 必要があ っ た．多

変量解析で は腰椎骨量へ の 有意な関係因子は初経

年齢 （P〈0．OOI） と body　 mass 　index （P〈O．05）で，

超音波法の それ は運動 （p＜0．OOOI）で あ っ た ．他

方， TSCDre の年閤変化は t
　 DXA法が平均 O．　14±

2，8％と増加 したが s 超音波法は逆に 平 均
一3．8±

7．7％と減少 し，有意な差 （p く0．OOI）を認め ．相関

関係は全 くなか っ た．多変量解析に よる年間変化

へ の 関係［濯子は DXA法 が年齢 （pくO，005），運動量 〔p

〈 O．OS），Ca摂取量 （p〈O．05）で ，超音波法に は存在

しなか っ た．

【結論】超音波法に はス ク リ
ーニ ン グ に は有用で

あるが，経過観察に用い た場合，骨量変化を正 し

く捕 らえ な い可能性が ある．若年成人女性骨量は

超音波法で は運動の 影響が極め て大き い が，年間

変化へ の 影響は認めな か っ た．

　［目的］定量的超音波法（QUS）は、骨検診の ス ク

リ
ー

ニ ン グの ための補助的手段 と位置づ けられ、

QUSによる基準値 設定には至 っ て い ない。そ こ で

、 今回QUSによ り測定され た骨強度 にっ い て 原発

性骨粗鬆症の 診断基準に準じて 解析 し、骨強度の

診断基準作成を試みた。［方法］20−96歳の 女性 14
84例を対象 と して 、 QUSを用い て踵骨の 超音波伝

播速度（SOS）と超音波滅衰係数（BUA）を測定 し、そ

の 両者か ら踵骨の 骨強度を総合的に評緬す る指標

として Stjffnessを算出した。さ らに、　 Stiffness

のYAMuaを設定し 、　YAM値をもとに骨量減少、骨粗

鬆症評衝に用い る 各基準値を算出した 。　［成績］

StiffnessのY醐 （20−44歳、446例）値は84．36で h

骨粗鬆症の cut　off値YAMの 70％値 59．　05、骨量滅少

のcut　off 値 Y刪の 8眺値67．48で あ っ た。そ の値を

適用する と、骨粗鬆症（YAMの 70％末満）の頻度は50

歳以上 の 群で 172／779例 （22．1％〉、65歳以上 の 群で

102／179例（57．0％）の 骨粗鬆症 の頻度 であっ た。一

方、骨粗鬆症および骨量減少（YAIMの 80％以下）の 頻

度は50歳以上 の 群で 355／779例 （45，6駕）、65歳以上

の 群で 137／179例 （76，5跖）で あっ た。加齢に伴 うSt
iffnessの 変化率は、20−24歳 の 86．　68をIOOとする

と、5 一54歳で 約10％、55−59歳で 約20％、70−74歳
で約 30％、80歳以上で約40％の減少がみ られた 。

［結論］QUSで 算l　lされた Stiffnessの YAM値お よ

び骨粗鬆症、骨量滅少の ％表記に基づいたcut　of
f値は原発性骨粗鬆症の診断基準におい て合理的

な値で ある こ とが示唆された 。 QUSは骨梁構造の

非侵襲的な評価法の ひ とつ で あり、骨梁と骨密度
よ り算出され る骨強度 は診断 ヒ重要で あると思 わ
れ た。
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